
SSPEにおける疾患感受性候補遺伝子の検討	


解　説	


1.  これまで私たちは、遺伝子多型を用いた関連解析により、自然免疫に関
わる遺伝子の中でMxAとTLR3、獲得免疫に関わる遺伝子の中でIL-4、
IRF-1とPD-1のバリエーションがSSPEの発症に関与していることを報告し
てきた。	


2.  今回、上皮細胞において麻疹ウイルス(MeV)の機能的侵入レセプターとし
て働いているCD147とMeV RNAの効率的な転写とMeVの複製に必要な細
胞因子であるperoxiredoxin 1 (PRDX1)を新規候補遺伝子として関連解析
を行ったが、SSPEとの関連を認めなかった。	
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CD46, SLAM→関連なし (J Infect Dis,2001)

MxA (抗ウイルス蛋白) (Neurology, 2004)

dsRNA認識関連分子→ TLR3
(J Neurovirol, 2008)

Th1, Th2サイトイカン関連分子
→IL-4, IRF-1 (Arch Neurol, 2002)

抑制性副刺激分子→ PD-1
(Hum Genet,2010)
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